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①基礎電気工学において，学んだ知識を利用してモータ制御回路の設計(試
験返却後1時間)と実習(2時間)を実施した．これにより理論と実践の結びつき
を理解させること，かつ，興味・関心を深めさせることができたと考えている．
②卒業研究・特別研究では，報告会を通して計画的に遂行させ，すべての学
生が実機製作と実証評価まで行うことができ，実践的な能力を養うとともに，
新たな成果を得ることができた．
③第2種電気工事士の筆記試験と技能試験向けの補講を担当し，上期・下期
試験を併せて43名が受験し，32名の学生を合格させることができた．強電分
野の学習意欲の向上を図ることができた。

①異種金属薄板の接合において，コンデンサ容量（2種類）と3放電エネル
ギー（3通り）における衝突時間を間隙長を変化させながら測定し，そのデータ
から衝突速度を算出した．衝突速度と衝突時間のタイミングが接合に重要で
あることを導き出すことができた．関連の学術論文は2件，学会発表を2件
行った．
②昇圧チョッパとコッククロフトウォルトン回路を組み合わせた直流昇圧回路
にソフトスイッチング動作を行う回路を検討し，シミュレーション解析を行った
結果，昨年よりも昇圧性能において良好な回路が得ることができた．関連の
学会発表を1件行った．
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①品川・大田区共催講座「若手技術者支援のための基礎講座」は昨年に引
き続き，電気系講座の計画，受講者のニーズの高いPLCによるシーケンス制
御実習を5回実施し．現場で行う内容に近いカリキュラムに変更した．大変好
評であり，次年度以降も継続する．
②本年度は技術相談がなかった．
③日本塑性加工学会の2025年「ぷらすとす」年間展望特集号において，高エ
ネルギー速度分科会から執筆を担当することになった．現在執筆中である．


